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話
は
少
し
溯
る
が
、
第
二
次
大
平
内
閣
が
発
足
し
た
と
き
、
大
平
首
相
は
年
の
暮
と
一
月
に
二
つ
の
外
遊
日
程
を
組
ん
で
い
た
。
第
一
は
、

首
相
就
任
以
来
、
何
度
か
要
請
を
受
け
て
い
た
中
国
訪
問
で
あ
り
、
第
二
は
、
豪
州
を
中
心
と
す
る
大
洋
州
諸
国
へ
の
訪
問
で
あ
る
。

訪
中
は
、
戦
後
三
回
目
で
あ
り
、
重
い
外
交
課
題
を
か
か
え
た
一
回
目
、
二
回
目
と
は
ち
が
っ
て
、
大
平
首
相
に
と
っ
て
は
、
激
し
い
党
内

抗
争
に
疲
れ
た
気
分
を
ほ
ぐ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
比
較
的
の
び
や
か
な
旅
と
言
え
た
。

ま
た
中
国
側
も
、
四
人
組
が
追
放
さ
れ
、
�
小
平
ら
の
旧
幹
部
も
返
り
咲
い
て
、
そ
の
現
実
路
線
が
芽
を
吹
い
て
き
た
と
き
で
あ
り
、
人
々

の
目
か
ら
は
険
し
さ
が
薄
れ
、
落
ち
着
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
た
時
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
十
二
月
五
日
午
後
一
時
五
分
（
現
地
時
間
）、
大
平
首
相
夫
妻
、
大
来
外
相
ら
の
乗
っ
た
日
航
特
別
機
は
、

北
京
空
港
に
着
陸
し
た
。
ゆ
っ
た
り
し
た
足
ど
り
で
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
る
大
平
首
相
に
初
対
面
の
華
国
鋒
首
相
が
歩
み
よ
り
、
に
こ
や
か
に
笑

み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
大
平
首
相
の
手
を
固
く
握
っ
た
。
毛
沢
東
主
席
、
周
恩
来
首
相
亡
き
あ
と
中
国
の
ト
ッ
プ
の
地
位
に
つ
い
た
こ
の
人
物

と
会
見
す
る
の
が
、
今
回
の
訪
中
の
主
要
目
的
で
あ
る
。

行
事
は
、
大
平
首
相
が
人
民
大
会
堂
に
華
首
相
を
表
敬
訪
問
し
、
パ
ン
ダ
�
ホ
ア
ン
ホ
ア
ン
�
目
録
贈
呈
な
ど
な
ご
や
か
な
交
歓
に
よ
っ
て

始
ま
り
、
首
脳
会
談
は
そ
の
日
の
午
後
五
時
か
ら
約
二
時
間
と
、
翌
六
日
午
後
三
時
か
ら
約
二
時
間
の
二
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

第
一
回
会
談
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
、
イ
ラ
ン
問
題
、
対
ソ
関
係
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
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大
平
首
相
は
、
一
九
七
九
年
十
月
二
十
六
日
に
起
き
た
朴
正
煕
韓
国
大
統
領
の
暗
殺
後
の
不
安
定
な
朝
鮮
半
島
の
情
勢
を
ふ
ま
え
、
北
朝
鮮

に
よ
る
南
進
の
懸
念
を
表
明
し
、「
日
本
と
し
て
も
、
南
北
統
一
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
華
国

鋒
首
相
は
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
を
危
う
く
し
て
い
る
の
は
北
の
南
下
で
は
な
く
、
大
統
領
暗
殺
に
み
ら
れ
る
南
自
身
の
政
治
社
会
情
勢
に
よ
る

と
、
見
解
に
微
妙
な
相
違
を
み
せ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
は
、
大
平
首
相
が
、
そ
の
平
和
的
解
決
を
希
望
す
る
日
本
の
態
度
を
説
明
し
た
の
に
対
し
、
華
首
相
は
、「
ソ
連

の
覇
権
主
義
と
ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
覇
権
主
義
が
結
び
つ
い
て
お
り
、
き
ち
っ
と
し
た
態
度
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
何
も
し

な
い
で
い
る
な
ら
ば
、
A
S
E
A
N
、
と
り
わ
け
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
ベ
ト
ナ
ム
の
手
が
伸
び
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
の
認
識
を
示
し
、
中
国

政
府
の
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
強
い
姿
勢
を
改
め
て
強
調
し
た
。

中
東
情
勢
に
つ
い
て
、
華
首
相
は
、「
多
く
の
混
乱
の
背
後
に
は
ソ
連
の
戦
略
が
あ
る
。
自
由
主
義
諸
国
は
、
そ
の
�
柔
ら
か
い
腹
部
�
に
ソ

連
が
手
足
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
一
つ
は
中
東
、
も
う
一
つ
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
だ
」
と
指
摘
し
た
。

大
平
首
相
は
こ
れ
に
つ
い
て
会
談
後
、
側
近
に
「
う
が
っ
た
見
方
だ
」
と
感
想
を
も
ら
し
た
。

第
二
回
会
談
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
二
国
間
の
経
済
協
力
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。
華
首
相
は
、
中
国
が
進
め
て
い
る
四
つ
の
近
代
化

の
意
義
を
強
調
し
、
こ
れ
に
対
し
大
平
首
相
は
、
対
中
国
経
済
協
力
に
つ
い
て
、
①
日
本
は
、
い
ず
れ
の
国
に
対
し
て
も
軍
事
的
協
力
は
行
わ

な
い
、
②
対
中
経
済
協
力
は
、
A
S
E
A
N
諸
国
を
は
じ
め
他
の
発
展
途
上
国
と
の
協
力
関
係
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
③
対
中
経
済

協
力
は
、
中
国
市
場
の
独
占
を
意
図
す
る
よ
う
な
排
他
的
関
係
を
望
む
も
の
で
は
な
い
、
と
の
三
原
則
を
示
す
と
と
も
に
、
中
国
側
か
ら
援
助

要
請
の
あ
っ
た
総
額
十
五
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
港
湾
建
設
、
鉄
道
整
備
、
水
力
発
電
所
建
設
な
ど
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
初
年
度
と

し
て
五
百
億
円
の
円
借
款
を
供
与
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
の
借
款
は
、
日
中
国
交
回
復
後
最
初
の
も
の
で
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
姿
勢

を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

さ
ら
に
大
平
首
相
は
、
華
首
相
の
来
日
を
招
請
し
、
中
国
の
首
相
と
し
て
初
め
て
の
歴
史
的
訪
日
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
回
の
首
脳
会
談
の
間
に
、
六
日
午
前
に
は
、
�
小
平
副
首
相
と
会
談
が
行
わ
れ
た
。
�
副
首
相
は
、「
日
中
双
方
の
立
場
、
見
方
が
異
な
る
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と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
大
局
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
率
直
に
述
べ
た
。
大
平
首
相
が
、
最
も
意
を
砕
い
て
い
る
日
台

関
係
に
つ
い
て
「
日
中
正
常
化
の
枠
組
で
き
ち
っ
と
処
理
し
て
い
る
」
と
説
明
す
る
と
、
�
副
首
相
は
、「
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
て

首
相
を
安
堵
さ
せ
た
。
首
相
は
会
談
後
、「
�
小
平
氏
は
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
誰
に
も
遠
慮
し
な
い
感
じ
だ
っ
た
」
と
そ
の
印
象
を
語
っ

た
。中

国
訪
問
三
日
目
を
迎
え
た
大
平
首
相
は
、
七
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
北
京
市
内
の
政
協
礼
堂
で
、「
新
世
紀
を
め
ざ
す
日
中
関
係
―
―
深

さ
と
広
が
り
を
求
め
て
」
と
題
し
て
約
千
百
人
を
前
に
講
演
し
た
。
こ
の
講
演
は
、
午
後
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
中
国
全
土
に
放
送
さ
れ
た
が
、

こ
の
演
説
に
お
い
て
、
大
平
首
相
は
、
ま
ず
、
故
毛
沢
東
主
席
、
故
周
恩
来
首
相
の
偉
業
を
顧
み
、
中
国
の
近
代
化
政
策
を
た
た
え
た
あ
と
、

日
中
関
係
を
、
ア
ジ
ア
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
近
代

化
の
努
力
に
対
し
て
、「
わ
が
国
が
積
極
的
な
協
力
を
惜
し
む
も
の
で
な
い
」
こ
と
を
約
し
、
首
脳
会
談
で
明
ら
か
に
し
た
対
中
経
済
協
力
に
関

す
る
三
つ
の
基
本
原
則
を
述
べ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

「
二
十
一
世
紀
に
向
か
う
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
も
、
数
々
の
荒
波
が
襲
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
中
間
に
お
い
て
も
、
そ
の
荒
波
の
中
で
、
両

国
が
時
に
意
思
を
異
に
し
、
利
害
関
係
を
異
に
す
る
局
面
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
国
間
の
二
千
年
来
の
友
好
往

来
と
文
化
交
流
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
抱
い
て
い
る
相
互
の
信
頼
の
心
を
失
わ
ず
に
努
力
し
続
け
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ

の
子
孫
は
、
永
き
に
わ
た
る
両
国
の
平
和
友
好
関
係
を
世
界
に
誇
る
こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
両
国
の
間
の
末
永
き
平
和
友
好

関
係
を
心
か
ら
願
い
、
ま
た
、
両
国
の
交
わ
り
に
お
い
て
さ
ら
な
る
深
さ
と
広
が
り
を
求
め
て
皆
さ
ま
と
と
も
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
呼
び
か
け
、
礼
堂
を
揺
る
が
す
万
雷
の
拍
手
の
中
に
、
演
壇
を
下
り
た
。（『
回
想
録
』
資
料
編
参
照
）

日
中
国
交
回
復
に
尽
く
し
た
大
平
首
相
に
対
す
る
歓
迎
ぶ
り
は
、
文
字
ど
お
り
熱
烈
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
北
京
市
内
の
目
抜
通
り
の
長
安

街
に
は
、
�
首
相
夫
妻
を
熱
烈
に
歓
迎
�
と
い
う
文
字
を
大
書
し
た
横
断
幕
が
飾
ら
れ
、
一
行
が
移
動
す
る
長
い
車
の
列
に
、
市
民
が
に
こ
や

か
に
手
を
振
る
場
面
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
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多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
を
、
大
平
首
相
は
、
六
日
に
は
、
毛
沢
東
記
念
堂
の
参
拝
、
歴
史
博
物
館
の
参
観
、
北
京
在
住
日
本
人
関
係
者

と
の
懇
談
な
ど
に
も
時
間
を
割
き
、
同
夜
は
、
黄
鎮
文
化
相
の
案
内
で
、
京
劇
に
よ
る
文
芸
の
夕
ベ
に
赴
い
た
。
公
式
日
程
の
終
わ
っ
た
七
日

の
午
後
に
は
、
北
京
の
銀
座
通
り
と
も
い
え
る
王
府
井
（
ワ
ン
フ
ー
チ
ン
）
地
区
に
立
ち
寄
り
、
ま
ず
、
東
風
市
場
に
足
を
入
れ
た
。
書
店
で

足
を
停
め
、
菓
子
売
場
で
は
テ
レ
く
さ
そ
う
に
お
菓
子
を
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
近
く
の
食
堂
に
入
っ
て
、
食
事
を
し
て
い
た
中
国
人
家
族
の
仲

間
入
り
を
し
、
運
ば
れ
て
き
た
ギ
ョ
ウ
ザ
を
た
い
ら
げ
て
「
お
い
し
い
ね
」
と
一
言
。
同
行
し
た
加
藤
官
房
副
長
官
か
ら
渡
さ
れ
た
日
本
の
記

念
切
手
の
シ
ー
ル
に
サ
イ
ン
を
し
て
、
そ
ば
に
い
た
男
の
子
に
「
は
い
」
と
手
渡
す
な
ど
、
市
民
と
の
ふ
れ
合
い
に
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
様
子

だ
っ
た
。

北
京
で
の
日
程
を
終
え
た
大
平
首
相
は
、
八
日
正
午
、
中
国
側
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、
か
ね
て
か
ら
一
度
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
西
安

に
向
か
っ
た
。
西
安
は
、
北
京
の
西
方
約
千
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
か
つ
て
長
安
と
呼
ば
れ
、
紀
元
前
十
一
世
紀
以
来
、
周
、
秦
、
漢
、
唐
な

ど
十
一
の
王
朝
が
都
と
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
西
暦
六
三
〇
年
か
ら
約
二
百
年
に
わ
た
っ
て
日
本
か
ら
も
遣
唐
使
以
下
、
留
学
僧
、
留
学
生

な
ど
数
千
人
が
こ
こ
を
訪
れ
、
中
国
の
文
化
を
日
本
に
伝
え
た
。
首
相
の
郷
里
讃
岐
の
出
身
で
あ
る
弘
法
大
師
も
、
藤
原
葛
野
麿
の
遣
唐
船
に

同
乗
し
て
、
い
ま
か
ら
千
百
年
以
上
前
の
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
年
）
十
二
月
に
長
安
を
訪
れ
て
お
り
（
翌
年
暮
ま
で
長
安
の
青
竜
寺
な
ど

に
滞
在
修
行
）、
そ
の
意
味
で
は
、
西
安
は
日
中
文
化
交
流
の
故
郷
で
も
あ
っ
た
。

午
後
二
時
少
し
前
、
西
安
に
到
着
し
た
大
平
首
相
一
行
は
、
空
港
か
ら
そ
の
ま
ま
、
秦
の
始
皇
帝
の
兵
馬
俑
坑
博
物
館
に
む
か
っ
た
。
三
十

七
キ
ロ
の
沿
道
に
は
、
ま
る
で
西
安
市
民
が
総
出
し
た
よ
う
な
文
字
ど
お
り
人
の
波
で
、
と
く
に
市
の
中
心
部
で
は
鈴
な
り
の
人
垣
が
何
キ
ロ

も
続
い
た
。
拍
手
で
迎
え
る
市
民
に
、
大
平
首
相
も
手
を
振
っ
て
こ
た
え
る
。
首
相
は
同
行
の
記
者
た
ち
か
ら
、「
総
理
は
、
日
本
で
は
い
じ
め

ら
れ
て
ば
か
り
い
ま
す
が
、
中
国
で
は
大
変
な
も
て
方
で
す
ね
」
と
か
ら
か
わ
れ
て
、「
と
に
か
く
驚
い
た
。
こ
ん
な
に
も
て
る
ん
じ
や
、
選
挙

区
を
西
安
に
移
す
か
な
」
と
冗
談
を
飛
ば
し
た
。

古
都
の
土
を
踏
ん
だ
大
平
首
相
は
、
中
国
の
古
典
を
愛
読
す
る
一
個
の
歴
史
愛
好
家
と
し
て
、
貧
欲
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
て
回
っ
た
。
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兵
馬
俑
坑
で
は
、
始
皇
帝
の
墓
を
守
る
兵
隊
と
軍
馬
の
ハ
ニ
ワ
約
六
千
体
を
発
掘
作
業
中
で
あ
っ
た
が
、
大
平
首
相
は
作
業
現
場
ま
で
下
り
、

「
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ス
ケ
ー
ル
だ
」
と
さ
か
ん
に
感
心
し
た
。
次
に
、
か
つ
て
楊
貴
妃
が
湯
あ
み
し
た
と
い
わ
れ
る
華
青
池
を
訪
れ
た
。

ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、
長
恨
歌
が
う
た
わ
れ
た
当
時
の
ま
ま
の
池
の
た
た
ず
ま
い
に
は
、
胸
を
う
つ
も
の
が
あ
っ
た
。

夜
は
、
陝
西
賓
館
の
歓
迎
宴
に
臨
み
、「
生
涯
の
う
ち
一
度
は
機
会
を
得
て
、
わ
が
国
と
の
間
で
も
因
縁
浅
か
ら
ぬ
古
都
西
安
を
訪
ね
て
み
た

い
と
い
う
の
が
、
私
と
私
の
妻
に
と
っ
て
の
長
い
夢
で
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
宴
会
場
の
こ
こ
か
し
こ
で
、
首
相
の
率
直
な
人
柄
に
感
応

す
る
明
る
い
笑
顔
と
「
乾
杯
」
の
声
が
聞
か
れ
た
。

西
安
の
二
日
目
に
も
、
盛
唐
の
歴
史
の
数
々
を
訪
ね
歩
い
た
。
ま
ず
、
陝
西
省
博
物
館
を
訪
ね
た
が
、
唐
代
の
十
三
経
、
大
秦
景
教
流
行
中

国
碑
、
王
義
之
、
顔
真
�
ら
の
字
帖
な
ど
約
三
千
基
の
銘
書
を
集
め
た
�
碑
林
�
で
は
、
指
で
刻
ま
れ
た
墓
誌
銘
を
な
ぞ
り
、
立
ち
停
ま
っ
て

偉
大
な
書
を
見
つ
め
た
。
こ
こ
で
首
相
は
、「
総
理
は
、
書
道
家
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と
揮
毫
を
求
め
ら
れ
、
�
温
故
知
新
�
と
大
書
し
、「
あ

あ
恥
ず
か
し
い
」
と
、
手
で
顔
を
か
く
し
て
照
れ
て
み
せ
た
。

さ
ら
に
、
大
平
首
相
は
、
興
慶
公
園
に
あ
る
阿
倍
仲
麻
呂
の
記
念
碑
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
西
遊
記
で
有
名
な
三
蔵
法
師
玄
奘
の
写
経
が
残

っ
て
い
る
慈
恩
寺
に
立
ち
寄
り
、
七
重
の
大
雁
塔
か
ら
西
安
市
内
を
一
望
し
て
、
旅
を
し
め
く
く
っ
た
。

二
千
年
の
歴
史
、
文
化
の
精
髄
を
た
た
え
た
旧
蹟
の
探
訪
で
、
各
所
で
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、
喜
び
の
表
情
を
表
わ
し
な
が
ら
、
く
つ
ろ
い
で

過
し
た
二
日
間
の
西
安
の
旅
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た
。

第
二
の
大
洋
州
諸
国
へ
の
旅
は
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
六
日
間
の
日
程
で
あ
る
。

大
平
首
相
が
、
数
あ
る
国
の
中
で
こ
の
地
域
の
諸
国
を
訪
問
の
相
手
国
に
選
ん
だ
の
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
大
洋
州
の
中
で
最
大
の
豪
州
が
近
年
英
連
邦
諸
国
の
一
員
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
一
員
へ
と
脱
皮
し
つ
つ
あ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
豪
州
と
わ
が
国
は
、
面
積
も
人
口
も
異
な
り
、
所
在
す
る
地
球
の
半
球
も
違
え
た
国
で
あ
り
な
が
ら
、
過
去
二
十
年
間
に
、
年
間
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の
往
復
貿
易
額
が
二
十
数
倍
と
伸
び
て
、
相
互
に
補
完
的
な
関
係
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
ぬ
国
に
な
っ
て
い
た
。
大
平
首
相
と
し
て
は
、
こ
の

関
係
を
じ
か
に
確
か
め
、
両
国
の
友
好
協
力
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
い
と
の
希
望
が
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
首
相
の
か
ね
て
か
ら
の
持
論
で
あ
る
�
環
太
平
洋
構
想
�
を
豪
州
首
脳
に
打
診
し
、
そ
の
可
能
性
を
�
み
た
い
と
の

願
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

大
平
首
相
は
、
若
い
時
か
ら
、
日
本
は
海
洋
国
で
あ
り
、
も
し
将
来
、
大
陸
と
太
平
洋
諸
国
と
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、

太
平
洋
国
家
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
考
え
方
は
後
年
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
昭
和
四
十
七

年
三
月
、『
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』
誌
に
寄
稿
し
た
文
章
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
体
日
本
外
交
の
原
点
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
日
本
の
生
存
と
名
誉
を
可
能
に
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
日
本
は
申
す
ま
で
も

な
く
ア
ジ
ア
に
位
す
る
海
洋
国
家
で
あ
る
。
…
…
日
本
の
生
存
と
繁
栄
、
さ
ら
に
は
そ
の
安
全
と
名
誉
は
、
い
わ
ば
日
本
を
取
り
巻
く
海
洋
の

安
全
に
か
か
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
こ
と
は
日
本
の
歴
史
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
性
格
で
あ
っ
た
が
、
日
本
経
済
の
拡
大
と
と
も
に
こ
の

性
格
は
も
は
や
抜
き
さ
し
な
ら
ぬ
も
の
に
な
っ
て
き
た
。」

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
幹
事
長
時
代
に
さ
ら
に
具
体
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

「
…
…
ア
メ
リ
カ
が
中
南
米
諸
国
に
、
西
ド
イ
ツ
が
E
C
に
、
そ
の
E
C
が
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
特
別
の
配
慮
を
払
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
が
国

が
太
平
洋
地
域
諸
国
に
特
別
の
配
慮
を
払
っ
て
ま
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
西
ド
イ
ツ
と
と
も
に
経
済
力

を
有
す
る
に
至
っ
た
わ
が
国
が
、
国
際
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
で
も
あ
ろ
う
。
太
平
洋
地
域
の
発
展
は
世
界
の
発
展
に
つ
な
が
る
か

ら
で
あ
る
。
…
…
太
平
洋
地
域
に
は
…
…
先
進
工
業
国
も
あ
れ
ば
、
発
展
途
上
国
の
中
に
も
資
源
の
豊
か
な
国
、
か
な
り
工
業
化
の
進
ん
だ
国

な
ど
、
発
展
段
階
も
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
E
C
の
よ
う
な
地
域
連
帯
を
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。
ア
プ
ロ
ー
チ

も
、
協
力
政
策
の
進
め
方
も
、
個
々
に
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
″ゆ
る
や
か
な
連
帯
″
と
な
る
で
あ
ろ
う
。」（『
大
平
正
芳
の
政
策
要
綱

資
料
』）

政
策
研
究
会
の
環
太
平
洋
連
帯
構
想
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
大
平
首
相
の
こ
の
発
想
を
も
と
に
作
業
を
進
め
、
そ
の
中
間
報
告
を
提
出
し
て
い
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た
。
大
平
首
相
は
、
各
国
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
こ
れ
を
英
文
に
翻
訳
し
、
外
遊
に
先
だ
っ
て
、
各
国
の
関
係
者
に
送
付
さ
せ
た
。

大
平
首
相
夫
妻
、
大
来
外
相
ら
が
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後
八
時
三
十
分
（
現
地
時
間
）
で
あ
っ
た
が
、
夏
時
間
と
あ
っ
て
、

ま
だ
山
の
端
に
落
日
の
残
光
が
映
え
る
自
然
は
美
し
か
っ
た
。

大
平
首
相
と
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
と
の
首
脳
会
談
は
、
十
六
日
、
午
前
と
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
で
は
、
冒
頭
か
ら
、

フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
が
、
前
年
秋
か
ら
の
イ
ラ
ン
問
題
、
ま
た
暮
も
お
し
せ
ま
っ
た
頃
に
突
如
発
生
し
た
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍
事
侵
攻
問

題
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
）
を
取
り
上
げ
、
イ
ラ
ン
問
題
も
重
大
だ
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
は
世
界
情
勢
の
す
べ
て
に

か
か
わ
る
重
大
な
事
態
で
あ
る
と
し
て
、
現
段
階
で
米
国
に
支
援
を
集
中
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
大
平
首
相
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題

に
つ
い
て
の
対
ソ
非
難
の
基
本
姿
勢
、
イ
ラ
ン
情
勢
に
つ
い
て
の
米
国
支
持
の
基
本
線
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
具
体
論
は
、
日
本
独
自
の
立
場

で
検
討
し
て
行
く
こ
と
を
伝
え
た
。

�
環
太
平
洋
連
帯
構
想
�
に
つ
い
て
は
、
十
六
日
午
後
の
第
二
回
会
談
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
情
勢
の
議
題
の
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

大
平
首
相
は
、「
政
治
、
軍
事
上
の
問
題
に
立
ち
入
ら
ず
、
経
済
、
文
化
面
で
の
協
力
を
中
心
と
し
た
開
か
れ
た
ゆ
る
や
か
な
連
帯
と
し
て
捉
え

る
」
と
説
明
し
た
。
戦
後
の
日
本
の
首
相
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
広
域
に
わ
た
る
構
想
を
発
表
し
た
こ
と
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。
フ

レ
ー
ザ
ー
首
相
は
、
こ
の
構
想
に
賛
意
を
表
し
、
豪
州
側
と
し
て
は
そ
の
具
体
化
と
し
て
、
八
〇
年
秋
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国

立
大
学
が
同
構
想
に
関
す
る
民
間
レ
ベ
ル
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
支
援
し
て
行
く
意
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お
い
て
は
、
両
国
が
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
大
平
首
相
が
、
石
炭
、
ウ
ラ
ン
、
天
然
ガ

ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
引
き
続
き
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
に
対
し
、
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
は
、「
確
固
た
る
供
給
国
」
と
し
て
、

最
大
限
可
能
な
範
囲
で
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
た
。
ま
た
、
文
化
、
学
術
交
流
の
促
進
も
話
し
合
わ
れ
た
。
両
国
首
脳
は
、
二
回
に
わ
た
る
首

脳
会
談
が
太
平
洋
時
代
の
新
た
な
�
創
造
的
関
係
の
基
礎
�
を
固
め
る
有
意
義
な
成
果
を
あ
げ
た
も
の
と
し
て
、
会
談
の
成
果
を
二
十
六
項
目
、

三
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
共
同
新
聞
発
表
に
ま
と
め
、
十
六
日
の
夕
刻
発
表
し
た
。
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大
平
首
相
一
行
は
、
十
七
日
午
前
、
豪
州
の
古
都
メ
ル
ボ
ル
ン
に
赴
き
、
正
午
す
ぎ
か
ら
、
市
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
太
平

洋
時
代
の
創
造
的
協
力
関
係
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
大
平
首
相
は
、「
近
年
、
環
太
平
洋
諸
国
間
に
お
け
る
友
好
協
力
関
係
の
前
進
を
通
じ
て
、
太
平
洋
地
域
が
一
つ
の
地
域
社
会
と
な

り
得
る
条
件
を
も
つ
に
至
っ
た
」
こ
と
を
強
調
し
、
つ
い
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
地
域
的
な
協
力
の
多
く
が
、
共
通
の
言
語
、
共
通
の
文
化
、
共
通
の
伝
統
等
の
同
質
性
を
軸
と
し
て
、
そ
の
絆
を

強
め
て
き
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
き
、
多
種
多
様
な
文
化
的
、
歴
史
的
背
景
を
も
ち
、
経
済
発
展
の
段
階
も
異
な
る
こ
れ
ら
太
平
洋
諸
国
の
間

に
、
果
た
し
て
、
新
し
い
協
力
関
係
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
し
い
文
明
が
創
造
さ
れ
得
る
か
と
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
課
題
を
解
決
し
う
る
手
が
か
り
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
各
国
の
文
化

的
独
自
性
と
政
治
的
自
主
性
を
理
解
し
、
信
頼
し
つ
つ
行
わ
れ
る
地
域
協
力
で
あ
り
、
か
つ
、
地
球
社
会
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
開
か
れ
た
地
域

協
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
環
太
平
洋
諸
国
の
連
帯
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
言
っ
て
も
、
決
し
て
排
他
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を

目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
平
洋
諸
国
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
人
類
社
会
全
体
の
福
祉
と
繁
栄
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
、

そ
の
最
終
的
な
願
い
な
の
で
あ
り
ま
す
。」（『
回
想
録
』
資
料
編
参
照
）

十
七
日
午
後
、
大
平
首
相
一
行
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
を
発
ち
、
第
二
の
訪
問
国
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
。
そ
の
夜
首
都
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
に
入
っ
た
大
平
首
相
は
、
翌
十
八
日
、
午
前
と
午
後
の
二
回
に
わ
た
り
、
マ
ル
ド
ゥ
ー
ン
首
相
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
マ
ル
ド
ゥ

ー
ン
首
相
も
、
環
太
平
洋
連
帯
構
想
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
、
そ
の
推
進
役
と
な
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

十
九
日
午
前
、
大
平
首
相
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
か
ら
豪
州
の
シ
ド
ニ
ー
に
飛
び
、
そ
の
日
の
午
後
は
、
湾
内
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら

旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
。

だ
が
、
そ
の
頃
、
国
内
で
は
思
い
が
け
な
い
事
件
が
起
き
て
い
た
。
十
八
日
に
、
陸
上
自
衛
隊
の
元
陸
将
補
一
人
と
現
職
尉
官
二
人
が
、
日

本
の
対
外
防
衛
情
報
や
中
国
関
係
の
情
報
を
在
日
ソ
連
大
使
館
の
武
官
に
流
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
警
視
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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十
九
日
、
シ
ド
ニ
ー
で
の
同
行
記
者
団
と
の
懇
談
で
、
大
平
首
相
は
、「
東
京
か
ら
報
告
を
受
け
、
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
重
大
だ
と
思
う
。
当
局
が
真
相
の
解
明
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
急

い
で
も
ら
っ
て
、
厳
正
な
措
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
事
件
は
、
後
に
国
会
で
も
野
党
の
攻
撃
の
的
と
な

り
、
二
月
三
日
に
は
、
久
保
田
防
衛
庁
長
官
が
、
答
弁
の
不
手
際
も
あ
っ
て
、
辞
任
す
る
に
い
た
っ
た
。

大
平
首
相
一
行
は
、
二
十
日
帰
途
に
つ
い
た
が
、
途
中
、
太
平
洋
地
域
で
最
大
の
島
嶼
国
家
で
あ
る
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
首
都
ポ
ー

ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
に
立
ち
寄
っ
た
。
日
本
の
総
理
と
し
て
は
初
め
て
の
訪
問
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
大
雨
で
、
一
行
は
飛
行
機
を
降
り
た
と
た
ん

ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
が
、
大
平
首
相
は
、
出
迎
え
た
ソ
マ
レ
首
相
と
空
港
近
く
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
会
談
し
、
環
太
平
洋
連
帯
構
想
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

再
び
機
上
の
人
と
な
っ
た
大
平
首
相
は
、
記
者
団
に
、「
東
京
へ
帰
る
気
持
ち
は
、
決
し
て
軽
く
は
な
い
よ
」
と
そ
の
心
情
を
率
直
に
話
し
、

東
京
で
待
ち
受
け
る
諸
問
題
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
午
後
八
時
二
十
一
分
、
羽
田
空
港
に
帰
着
し
た
。

大
平
首
相
の
中
国
と
大
洋
州
へ
の
訪
問
は
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
。
前
年
の
訪
米
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
と
、
こ
の
外
遊
で
、
大
平
は
、
た
ん
に
日

本
の
首
相
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
主
要
首
脳
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
国
際
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、

日
本
の
国
力
が
以
前
と
比
べ
て
格
段
に
向
上
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
が
、
大
平
正
芳
と
い
う
人
物
が
外
国
人
に
信
頼
さ
れ
た
た
め

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
信
頼
感
は
、
大
平
が
そ
の
人
柄
の
魅
力
と
同
時
に
�
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
�
を
は
っ
き
り
見
き
わ
め
、
で
き
な

い
こ
と
は
口
に
し
な
い
、
と
い
う
各
国
の
す
ぐ
れ
た
首
脳
に
共
通
の
信
念
と
態
度
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
述
べ
た
一
月
二
十
五
日
の
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
大
洋
州
諸
国
の
歴
訪
の
直
後
で
あ
っ
た
が
、
首
相
は
こ
の
中
で
、

二
つ
の
旅
の
成
果
を
も
踏
ま
え
て
、
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
所
信
を
披
瀝
し
て
い
る
。

ま
ず
、
日
本
と
自
由
主
義
陣
営
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
我
が
国
外
交
政
策
の
基
本
は
、
自
由
主
義
諸
国
と
の
連
帯
関
係
を
強
化
し
、
こ
れ

を
基
盤
と
し
て
全
世
界
に
友
好
と
協
調
の
和
を
押
し
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
日
米
安
保
体
制
を
基
礎
と
し
た
米
国
と
の
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揺
る
ぎ
な
い
相
互
信
頼
関
係
が
我
が
国
外
交
の
基
軸
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
よ
り
確
か
な
も
の

と
す
る
よ
う
、
政
治
、
経
済
、
文
化
を
通
ず
る
日
米
協
力
の
増
進
に
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
続
け
る
と
と
も
に
、
西
欧
諸
国
を
は
じ
め
自
由
主
義

諸
国
と
の
協
力
関
係
を
強
め
て
ま
い
る
考
え
て
あ
り
ま
す
…
…
」
と
述
べ
た
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
軍
事
介
入
に
つ
い
て
は
、「
コ
コ

ム
に
よ
っ
て
輸
出
規
制
な
ど
を
含
む
適
切
な
措
置
を
検
討
、
実
施
し
、
…
…
そ
れ
が
た
と
え
、
わ
が
国
に
と
っ
て
犠
牲
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
避
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
。

イ
ラ
ン
の
米
大
使
館
占
拠
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
国
際
秩
序
を
脅
か
す
不
法
行
為
」
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
国
際
的
な
協
調
に
よ

っ
て
解
決
を
は
か
っ
て
行
く
考
え
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
首
相
は
、
中
国
、
大
洋
州
訪
問
の
成
果
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
が
国
際
社
会
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
こ
の
地
域
に
生
じ
て
い
る
諸
問
題
に
つ
ぶ
さ
に
言
及
し
、
わ
が
国
と
し
て
一
層
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
う
し
て
首
相
は
、
困
難
な
国
際
環
境
の
下
で
西
側
諸
国
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
国
際
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
態
度
を
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
た
の
で

あ
る
。
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